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埼玉県行田市桜町 1-5-16
小川 貢三郎
1919年
1. 土木工事・建築工事の設計・施工
2. 生コン・アスコン・再生合材・再生路盤
材の製造・販売
3. 注 文住宅建 築・住宅リフォーム施 工
4. 一 級 建 築士事務所

小川工業株式会社
https://www.ogawa-k.co.jp
官公庁舎や教育施設、オフィス、工場などを手掛ける、埼玉
の総合建設会社。創業 100 年以上の歴史があり、優良工事
表彰、難工事功労賞、建設業担い手確保・育成貢献表彰など、
多くの賞を受賞。国や自治体からの評価が高く、地元住民か
らの信頼も厚い。また、社内に本格的なトレーニングジムを
設けるなど、福利厚生にも力を入れている。
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埼玉県内の公共事業で初、
会社の枠を超えて BIM で
コラボレーション

所 在 地
代 表
創 業
業 務 内 容

埼玉県さいたま市浦和区岸町 7-8-3
田中 芳樹
1980年
1. 建築計画・設計・監理
2. 店舗デザイン
3. 建築コンサルタント
4. コンストラクションマネジメント（CM）
5. 耐震診断

株式会社アルク設計事務所
https://www.arc-saitama.com
住 宅 から 福 祉 施 設、 事 務 所、 工 場 などの 設 計・監 理、 駅
周辺の市 街 地 再生や 新しい 街での 街 づくりコーディネート
まで、 幅 広く事 業を手 が ける設 計事 務 所。“まちの 再 開 発
に携 わりな がら、より良いまちづくりを。” をコン セプトに
掲 げ、 都 市 計 画、 各 種 建 物 の 企 画・設 計 監 理 等、 建 物 に
関わる全てをデザインする。

上 ／このプロジェクトは、県 立特別 支 援学 校 の既存 棟の改修と新校
舎 増 築 、別棟増 築を総 勢 9 社で取りかかるという複 雑な現 場だった。
下／左 からプ ロジェクトメンバー のアルク 設 計事 務 所 の 浪 江 祥 平さ
ん、今西淳夫さん、小川工 業の白石佳 久さん、平塚 健 太 郎さん。

　初めて顔を合わせた設 計 会社と施工会社が協働し、複
雑な公共事業で  BIM  を有効活用した事例がある。公共事
業における業者選定の流れは、一般的に①基本設計②実
施設計③施工となる。通常、①と③の間には、1 年以上の
時間差が発生する為、設計・施工の各モデルを同時並行的
に作れるという BIM の特性をなかなか活かしきれないとい
うのが実情だ。
　埼玉県にあるアルク設計事務所と小川工業は、2023 年春
に竣工した公共事業で設計担当と施工担当の関係にあった。
その両社が、公共事業における BIM 活用の可能性を模索す
るため、会社や立場の違いを超えて互いに手を取った。一致
していたのは「現場でいかに BIM を活用できるか、それが会
社の未来を決める」という、使命感にも近い担当者の思いだ。 
  「正直、BIM を使わなくてもプロジェクトは実行できたの
で、思い切った決断でした。県の担当者が、私たちの未来
に向けたチャレンジを受け入れてくれたおかげです」
　そう話すのは、今回の設計を担当したアルク設計事務所の
今西淳夫さん。建物を作る関係者が一堂に集まったとき、今
西さんが BIM モデリングの有志を募り、手を挙げたのが施
工担当の小川工業、空調換気担当の大宮管工、電気担当
の丸電の 3 社だった。
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三脚で、独 立した部門を目指すことからスタートした。
　平塚さんは今年、グラフィソフトが主催する BIM マネー
ジャープログラムを受講し、buildingSMART のプロフェッ
ショナル認証も取得している。
  「 B IM で や れることは 無 限 大 。 自 由 なフィールド だ か
らこそ、 大 切 なのは ルール作りだと思っています。 今 回
の 公 共 事 業 のように、 協 力 業 者 が 増え れ ば 増えるほど
ル ール の 決 め方 も 複 雑 になり、 杓 子定 規 に 進 められる
も ので は ありま せん 。 だ か らこそ 適 切 な ル ール を 設 定
し、一つのモデル をベースにすることが できれ ば、それ
ぞれの 視 点からいろいろなことをみんなで検 討 すること
が できる。 そういう意 味 で、B IM を 管 理 する B IM マネ
ージャーは、今 後ますます 重 要な役 割を担っていくでし
ょう。 海 外で は C M や PM 以 上 に、B IM マ ネ ー ジャ ー
が 権 限 を持 つ 場 合 もあるのだとか。 日本 は 空 気 を読 む
というか、 お互いに 調 整し合える文化 があるからうまく
いっていた部分もありますが、多様な働き方が 求められ
るこれ からの 時 代 、 そ のような 肌 感 覚 に 頼らず プ ロジ
ェクトを 効 率 的 に 進 め るに は、B IM マ ネー ジャー が キ
ーマンになると考えています」

  「私たちは BIM を使い始めたばかりでほとんど手探りで
したけれど、“価 値のある挑 戦” だということは直感でわ
かりました」
　そう当時を振り返るのは、小川工業で BIM 室長を務める
平塚健太郎さん。2020 年から、積算課長（現工務部副部長）
の白石佳久さんと共に、社内の BIM 導入を推進してきた。
  「Archicad を選んだのは、多彩な機能を持つアドオンソ
フト『BI for Archicad』を使ってみたかったから。従来の
マンパワーに頼る積算と異なり、3D モデルから自動で見
積 数 量を拾える機能や、各種 施 工図の自動作成など、確
実な生産性向上につながるという期待がありました。これ
らのソフトを使用し、スピーディーに様々な事前検討を行
うことで、現場での手戻りや材料のロスを減らすことが可
能となる。これからの建築業界にとって、BIM の導入は必
要不可欠になるでしょう」
　と語る、白 石さん。 社 内 に BIM を 浸 透させるために、
技 術 士（ 建 設 部 門）のライセンスを持 つ平塚さんと二人

社内で B IMを浸透させるために
マネージャーの育成と組織を配置

今回のプロジェクトで小川工業が施工を担当した体育館棟では、鉄骨ファブとも
協力し、Real4 を IFC 形式でエクスポートしたデータを用いて、下地位置の検討
を行った。また、BI for Archicad を利用して、基礎配筋等を自動発生させ、確認
作業の効率化を図った。

体育館棟

・導入計画の策 定
・人材選出

・Archicad 導入
・操作習得

・積算ソフト連携検討
　（Helios）
・アドオンソフト導入
　（BI for Archicad）

・人 員増強 ・設備 部門の検 討 ・BIM 利⽤の本格稼働
2 0 2 0 年度 2 0 2 1 年度 2 0 2 2 年度 2 0 2 3 年度 2 0 2 4 年度 2 0 2 5 年度

準備期間を経て、今年 8 月には「BIM 室」という独立した部門へ昇 格。現在、Archicad を使 用できる技術者が 4 名在籍する。
202 5 年には、営業・工事・工務（積算）の３部署を横断する BIM の全面活用を目標としている。

小川工業の社内 B IM導入計画の一部
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　アルク設計と小川工業が取り組んだこのプ
ロジェクトの難しいところは、９社が入り組ん
だ体制・工区分けの複雑さ、既存棟がある中
で進めるため施工上の様々な制限などであっ
た。そこで、設計と監理業務を担当した今西
さんは、抱える課題や状況について関係者全
員の共通理解、課題解決するためのツールと
して、Archicad を使うのが工事を円滑に進め
るために最も効果的であると考えた。さっそく、
器としての BIM を小川工業が作り、そこに電気
や空調のデータを入れてみて、どこかで干渉
があるかかどうかを BIM 上で確認することに。

  「3D のプレゼンは、2D よりも理解し次の行
動につながる瞬発力が全く違いました。共有
できる情報が増えるので、見る人との議論も深
まります。現場はそれぞれの道のプロなので、
いい意味でも悪い意味でも自分なりの順番通
りに物事を考えがち。でも課題や手順とかは
現場ごとに異なるから、監理者は “ここの現場
はそうじゃないよ”って言ってあげないといけ
ない。そのために 3D はとても役立ちました。
近い将来、現場の職人さんたちに QR コードと
かを配って、ピッと飛んだら 10 分の 1 の縮図
が出てきて “今日はこの辺の工事に入るな” な
んて携帯で確認できたら……理想ですね」

公共事業で設計から施工まで
トライアルで見えてきたこと

公 共 事 業 で の B I M 活 用 例 ② ビジュアライゼー ション

上左／現場事務所の会議室には、いつでも誰でも同じものがすぐに見られるように、A3 出力したパースやカ
ラースキーム資料をラミネートし、掲載した。上右／特別支援学校という特性から、屋上プールの墜落の危険
性について 3D で検討。特別支援学校の生徒の特性をよく話し合い、足がかりや、手がけとなる部分はないか、
丁寧に検証できた。

建物の概要は、敷地面積 17,968 ㎥、延床面積 10,008 ㎥。今回のメイン工事である体育館棟はＳ
造２階建、給食プール棟はＲＣ造２階建、校舎棟はＲＣ造３階建である。その他バスデッキ棟、既
存改修工事が並行する。

  「複雑なプロジェクトを円滑に進めるために
は、プロジェクト全体を通して、関係者全員
の “状況理 解” “共通認識” “課題抽出” が
非常に重要になると考えました。そこで BIM
モデルを使って、それぞれのテリトリーをま
たぐところを積極的に分析・提示し、可能な
ことは事前に課題をクリアしていくようにしま
した。大型モニターを使って、問題になりそ
うな状況を関係 者に示せたことが、共通理
解を得るのにひと役買いました」

公 共 事 業 で の B I M 活 用 例 ① フロントロ ー ディン グ

着工後間もなく、設計者として考えた工程や課題を関係者全員
に説明している様子。関係者はいつでも BIM ｘで 3D モデルを
確認できるようにした。各社間の施工手順の確認がスムーズに
できたので、致命的な工程の遅れが発生することもなかった。

給食プール棟
体育館棟

校舎棟

新築工事

バスデッキ棟

既存棟

改修工事

設計時に考えた工事工程表。
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本 社
大 阪 事 務 所
福 岡 事 務 所

〒107-0052 東京都港区赤坂 3-2-12 赤坂ノアビル 4階
〒532-0011 大阪市淀川区西中島 7-5-25 新大阪ドイビル 6階
〒810-0801 福岡県福岡市博多区中洲5-3-8 アクア博多 5 階

グラフィソフトジャパン株式会社
Graphisoft and Archicad are registerd trademarks of Graphisoft.All other trademarks are the proparty of their respective owners.

  「空調・電気の協力業者も、小川工
業が作成した BIM データに自社の
３D データを統合することで、干渉
チェックを含めた事前検討が効率
的に行えました。BIM を使って情報
共有したことで、干渉の早期発見や
解決、施工精度向上、コミュニケー
ション改善、スケジュールの最適化
など多くの利点が生まれた。このよ
うな大規模なプロジェクトにおいて
複数社が協力し合うには、BIM は
非常に効果的に働き不可欠なツール
であると、改めて実感しました」

公 共 事 業 で の B I M 活 用 例 ③ 干 渉 チェック

ども、その取り組みが中小企業まで降りてくるのを待って
いたら、日本の体質下では取り残されるだけ。マンパワー
で進められる大手ゼネコンと並んで大型物件へエントリー
するためは、私たちは常に挑戦し続けることが必要なんで
す。今後は、BIM に関する中小企業間の交流も積 極的に
広げていきたい」   
　と、意気込む今西さん。アルク設計と小川工業の次なる
挑戦は、設計から施工までの一貫したモデルを構築するこ
と。そして、 BIM モデルを活用して、お客さまに新しい価値
を付加した建築物を提供することだ。

　今回のプロジェクトは、現場をコントロールする監督が９
人（９社）に分かれるという複雑な状況だったこともあり、
BIM 共通モデルを使うことで、作業がよりスピーディーに、
そして予算をかけずにできたという成果が出た。
  「私たち小規模設計事務所が、都度施工体制が変わりう
る公共事業のような契約条件下で、BIM を導入してモデル
を構築したときに、どのような課題、効果が得られるかと
いう実験的試行ができました。国は BIM を推しているけれ

給食プール棟の統合モデル。Solibri 等の専用ソフトは使わず、目視に
よるチェックであったが、たしかな手応えを感じた。今後はプロジェク
トの規模に応じて、専用ソフトの導入を検討していく予定。

本社前に集う、小川工業のメンバー。アルク設計のメンバー。

B IM活用が真に求められる時代の到来
中小企業は自発的に B IMを使って生き抜く
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